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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

30

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
４
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
予
算
は
、
保
健
福

３０

祉
プ
ラ
ザ
整
備
の
完
了
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
に
比
べ
４
・
５
％
の
減

と
な
り
、
２
年
連
続
で
減
少
と
な

っ
た
。
市
長
が
掲
げ
る
５
つ
の
政

策
に
沿
っ
て
意
見
を
述
べ
る
。
都

市
づ
く
り
で
は
、（
仮
称
）綾
瀬
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
平

成　

年
度
供
用
開
始
を
目
指
し
、

３２
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
お
願

い
す
る
。産
業
の
活
性
化
で
は
、中

小
企
業
の
人
材
確
保
に
有
効
な
外

国
人
や
女
性
、
障
が
い
者
な
ど
の

雇
用
に
関
す
る
事
業
や
農
作
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
地
域
福
祉
社
会
の

実
現
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
快

活
に
、
よ
り
満
足
感
を
持
て
る
社

会
参
加
の
形
が
市
内
全
域
に
広
が

る
多
様
性
自
発
型
社
会
参
加
事
業

や
障
が
い
児
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
強
化
な
ど
、
地
域
福
祉

社
会
実
現
へ
の
思
い
が
感
じ
取
れ

る
。
子
ど
も
・
女
性
政
策
で
は
、出

産
前
の
母
親
か
ら
子
ど
も
の
乳
幼

児
期
ま
で
支
援
す
る
産
後
ケ
ア
事

業
や
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
な
ど
、
「
子
育
て
す
る
な
ら

綾
瀬
市
」
を
推
進
す
る
も
の
と
高

く
評
価
す
る
。
都
市
の
質
の
向
上

で
は
、小
・
中
学
校
へ
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
や
各
自
治
会
館

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
な
ど
、
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
取
り

組
み
が
推
進
さ
れ
る
。
市
制
施
行

　

周
年
に
予
算
化
さ
れ
た
事
業
が

４０

成
果
を
上
げ
「
活
力
と
魅
力
に
満

ち
た
綾
瀬
」
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
志
政
あ
や
せ
）

●
平
成　

年
度
予
算
で
は
、
元
気

３０

高
齢
者
施
策
の
推
進
と
障
が
い
児

者
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
地
域
福
祉
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
元
気
な

高
齢
者
が
地
域
で
活
躍
し
、
地
域

の
支
え
手
と
な
る
多
様
性
自
発
型

社
会
参
加
事
業
は
、
持
続
可
能
な

都
市
づ
く
り
を
地
域
福
祉
か
ら
実

現
し
て
い
く
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

開
催
や
外
国
籍
の
介
護
福
祉
士
候

補
者
へ
の
支
援
な
ど
、
介
護
事
業

者
へ
の
人
材
確
保
策
は
、
超
高
齢

社
会
の
課
題
に
向
き
合
っ
た
事
業

と
評
価
す
る
。
障
が
い
児
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
材
強
化
や
障

が
い
児
者
支
援
基
本
構
想
の
策
定

な
ど
、
障
が
い
者
福
祉
の
推
進 

は
、
障
が
い
者
の
重
度
化
や
高
齢

化
に
対
応
し
、
保
護
者
の
高
齢
化

に
伴
う
親
亡
き
後
を
見
据
え
た
課

題
解
決
に
期
待
す
る
。
非
認
知
能

力
を
育
む
講
座
の
開
催
や
全
中
学

校
へ
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
配
置
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
な
ど
、
将
来
を
託
す
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
、
き

め
細
や
か
な
点
に
目
が
行
き
届
い

て
い
る
。
ハ
ー
ド
事
業
が
一
段
落

し
派
手
さ
は
な
い
が
、
将
来
の
足

掛
か
り
と
な
る
事
業
が
多
く
、
持

続
可
能
な
都
市
づ
く
り
に
取
り
組 

み
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬

を
つ
く
る
こ
と
に
直
結
す
る
も
の

●
平
成　

年
度
予
算
で
は
、
人
口

３０

減
少
や
超
高
齢
社
会
に
立
ち
向
か

う
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
地
域
福
祉
社
会

の
実
現
で
は
、
介
護
人
材
の
確 

保
・
定
着
に
向
け
、
市
内
で
の
介

護
職
員
初
任
者
研
修
の
開
催
や
外

国
籍
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受
け

入
れ
支
援
な
ど
に
よ
り
、
介
護
事

業
に
従
事
で
き
る
職
員
の
育
成
や

定
着
を
図
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

女
性
や
障
が
い
者
、
外
国
籍
人
材

の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

は
、
受
け
入
れ
環
境
の
施
設
整
備

と
評
価
す
る
。
本
予
算
に
よ
り
ま

い
た
種
が
芽
を
出
し
、
５
年
後
、

　

年
後
に
花
を
咲
か
せ
、
持
続
可

１０能
な
都
市
づ
く
り
が
着
実
に
進
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
、賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
本
予
算
で
は
、
超
高
齢
社
会
を

前
に
、
本
市
の
地
域
特
性
に
合
わ

せ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
、
本
格
的
に
取
り
組

む
政
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
歳

入
は
、自
主
財
源
比
率
が　

・
７
％

５３

と
前
年
よ
り
３
・
２
％
の
増
に
、

歳
出
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
大

幅
な
減
に
よ
り
４
・
５
％
の
減
と

な
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
の

堅
実
な
財
政
運
営
と
考
え
る
。
都

市
づ
く
り
で
は
、（
仮
称
）綾
瀬
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

事
業
の
遅
延
が
報
告
さ
れ
た
が
、

企
業
進
出
の
推
進
に
よ
る
雇
用
の

創
出
や
税
収
の
確
保
に
努
め
る
よ

う
希
望
す
る
。
産
業
の
活
性
化
で

一一
般般
会会
計計
予予
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論

賛賛

成成

は
、女
性
や
障
が
い
者
、外
国
籍
市

民
へ
の
就
職
後
の
支
援
や
受
け
入

れ
企
業
へ
の
設
備
支
援
な
ど
、
き

め
細
や
か
な
就
業
者
支
援
が
、
地

元
企
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
地
域
福
祉
社
会
の
実

現
で
は
、
障
が
い
児
者
支
援
基
本

構
想
を
策
定
す
る
が
、
障
が
い
児

者
の
声
を
聞
き
、
療
育
の
質
が
向

上
し
、
障
が
い
児
者
の
自
立
や
社

会
参
加
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期

待
す
る
。
子
ど
も
・
女
性
政
策
は
、

幼
児
期
の
教
育
に
力
を
入
れ
、
非

認
知
能
力
を
育
む
施
策
と
な
っ
て

い
る
。
都
市
の
質
の
向
上
で
は
、

外
国
籍
市
民
へ
の
日
本
語
教
育
の

充
実
や
多
言
語
情
報
発
信
体
制
の

構
築
な
ど
、
外
国
籍
市
民
が
活
躍

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
市
民
と
と
も
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
努
力
し
、
本
市

の
魅
力
と
活
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

に
要
し
た
費
用
の
助
成
の
ほ
か
、

障
が
い
者
雇
用
に
対
す
る
奨
励
金

の
増
額
や
加
算
金
の
新
設
な
ど
、

雇
用
を
推
進
し
、
安
定
し
た
雇
用

の
場
の
確
保
に
つ
な
が
る
施
策
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
避
難
所

と
な
る
学
校
へ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
設
置
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
災
害
時
の
衛
生

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
も
の
で

あ
る
。
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
強

化
を
図
る
た
め
の
新
消
防
庁
舎
の

建
設
や
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
へ
の

避
雷
針
の
設
置
、
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ 

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
陸
上
競
技
場
の
全
天
候
型
ト

ラ
ッ
ク
へ
の
改
修
な
ど
は
、
多
く

の
市
民
が
望
ん
で
い
る
事
業
と
評

価
す
る
。
健
全
な
財
政
運
営
を
基

本
に
、
効
果
的
な
予
算
配
分
に
議

論
を
尽
く
し
た
事
業
が
成
果
を
挙

げ
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬

を
実
現
し
、
輝
か
し
い
市
制
施
行

　

周
年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

４０本
予
算
に
賛
成
す
る
。（

新
政
会
）

対前年度比
予　算　額会　計　名

増減率増減額

△４．５％△１３億６，０００万円２８６億４，０００万円一 般 会 計

△１７．７％△１９億７，６００万円９１億９，６００万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

３．３％１億５００万円３２億７，２００万円下 水 道 事 業

△１９．８％△８，８００万円３億５，６００万円深谷中央特定土地区画整理事業

９．５％４億５，１００万円５１億８，４００万円介 護 保 険 事 業

１１．５％１億１，３００万円１０億９，９００万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

△６．８％△１３億９，５００万円１９１億７００万円計

△５．５％△２７億５，５００万円４７７億４，７００万円合　　　計

平成３０年度各会計の予算規模

 

【市税】 
　　１２９億４，２１４万円 

【繰越金】 
 ６億円 

【繰入金】 
　　５億４，９６９万円 

【その他】 
　　１２億７，６７６万円 

【扶助費】 
　　７２億１，０１３万円 

【人件費】 
　　５６億１，５８９万円 

【物件費】 
　　４１億８，５２９万円 

【繰出金】 
　　３７億   ９６４万円 

【普通建設事業費】 
　　３１億７，２５９万円 

【補助費等】 
　　２３億６，５８２万円 

【公債費】 
　　１６億９，８９０万円 

【積立金】 
　　３億３，５６９万円 

【その他】 
　　３億４，６０５万円 

【国庫支出金】 
　　５７億５，９９６万円 

【交付金など】 
 ２９億１，１７２万円 

【県支出金】 
 １６億９，１３５万円 

【市債】 
 １６億４，８２０万円 

【国有提供施設等 
　所在市町村助成 
　交付金等】 
　　１２億２，０００万円 

【諸収入】 
　　４，０１８万円 

自
主
財
源（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
） 

依
存
財
源（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
） 

歳入  
 

歳 出  

４５．２％ 

２．１％ 
１．９％ 
４．５％ 

２０．１％ 

１０．１％ 

５．９％ 

５．８％ 

４．３％ 
０．１％ 

４５．２％ 

２．１％ 
１．９％ 
４．５％ 

２０．１％ 

１０．１％ 

５．９％ 

５．８％ 

４．３％ 
０．１％ 

２５．２％ 

１９．６％ 

１４．６％ 

１２．９％ 

１１．１％ 

８．３％ 

５．９％ 

１．２％ １．２％ 

２５．２％ 

１９．６％ 

１４．６％ 

１２．９％ 

１１．１％ 

８．３％ 

５．９％ 

１．２％ １．２％ 

一般会計予算歳入・歳出の状況


